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【でじすこや】オリジナル BR-RX100 345 取扱説明書 

 

当店オリジナル製品をお買い上げ頂きありがとうございます。 

商品の紹介と取扱上の注意事項をご説明させて頂きます。 

 

【重要】 

BR-RX100 345は適切な操作手順を厳守して頂かない場合、カメラレンズが接眼レンズに接

触し自動停止します。必ず基本的な操作手順を励行して頂けますようお願いします。 

尚、カメラレンズ衝突などにおけるカメラの損傷について当店は一切の責任を負いかねま

す。予めご了承ください。 

 

機材構成は接眼レンズアダプターがスライドアップする機構を持つ TurboAdapterP2 使用

機種専用です。 

構成例）KOWA  TSN-884/774+TE -11WZ/TE -17W+TurboAdapterP2  

 

 

 



【商品の特長】 

 

デジスコにおいて、定評と実績を持つ SONY サイバーショット RX100 シリーズの 3 代目・

4 代目・5 代目・新 5 代目（RX100M3.RX100M4.RX100M5.RX100M5A ）にフィットする

デジスコ用カメラブラケットです。でじすこやのクラフトショップとしてはじめての商品

です。（20 個限定） 

RX100 の美しい描写力と素早く正確な作動をデジスコに組み込むために必須なカメラブラ

ケット（カメラを保持するパーツ）システムです。 

 

・ブラケット本体 

装着はカメラ鏡筒の付け根を上下で挟み込んで保持する仕組みです。下部固定ネジパーツ

でレンズ根元を押し上げることでレンズ根元上部外径寸法と同じブラケット固定内径突起

に押し当てガイドすることで光軸調整が一個の固定ネジで常に自動調整される仕組みにな

っています。 

 

着脱操作が簡単なので普段使いのカメラとして自在に取り外しや取り付けができます。 

スコープの接眼レンズには接眼レンズアダプターP2 が取り付いたものにカプラー

TurboAdapter  TA4 シリーズ(別売り 7200 円税込)を介して接続します。 

 

TA4+5 と 58 ㎜延長リング（別売り 2160 円税込）の組み合わせがオススメです。 

TurboAdapter P2 の調整幅で TA4+5 単体でも使用可能ですが、調整を簡単にするためには

TA4+5 に 58 ㎜延長リングを加えると良いでしょう。 



 

 

・照準器ステー 

照準器 DOS-CS2（別売り 18900 円税込）が装着できるステーが標準装備されています。 

RX-100V 本体の液晶ビューファインダー使用の場合は上部に取り付け、 

液晶フード HD -30MCW （別売り 15428 円税込）使用の場合はステー最下部に取り付ける

と撮影しやすい『両眼視タイプ』に設定できます。 

 
 

 



・レリーズステー（別売り） 

ケーブルレリーズでの撮影が基本になるためオーソドックスなレリーズステーF-011、また

はケーブルの撮り回しの良いシーソーレリーズのいずれかを装備できます。 

Tur boAdapterF シリーズ F-011 可変レリーズステー（5000 円税込） 

シーソー型レリーズシステム SRS-2 プラス（18000 円税込） 

ケーブルレリーズ デジスコケーブル 455US （2571 円税込） 

F シリーズレリーズステーF-011+455US 

 

・バランスプレート TSN-880/770 直視型専用 カメラマウントシステム TSN-SP1（改）

（17200 円税込） 

 

・充電池ステー（参考写真：右） TurboAdapter F シリーズ『F-012 カメラベース』+カ

メラネジステン 

 ※ご要望を頂ければ製作いたします。 

 

 

 

 

 

 



【装着方法】 

 

① ブラケットへのカメラの装着 

カメラ鏡筒リングにブラケットをかぶせて、カメラとブラケットを水平にして下部ネジ

で固定します。上部固定突起と、下部固定金具で自動光軸調整・カメラ保持などをする

ことができます。固定ネジは指先で適度な強度で固定してください。ペンチなどの工具

は使用しないでください。 

② レリーズステーの装着 

オーソドックスな F-011 またはシーソーレリーズ SRS2+を同時にご注文頂ければ装着

済みの状態で出荷します。 

③ 照準器ステー 

照準器 DOS-CS2（DOS-CS1 も使用可）が装着できるステーがカメラブラケット本体

に装着されています。 

④ 接続カプラー 

TA4+5 と 58 ㎜延長リングを併用されることをオススメします。 

ブラケット本体に 58 ㎜延長リングを装着、そこに TA4+5 をねじ込んで完了です。 

※TA4+5 のネジの位置は写真と異なる場合がありますが支障なく使用できます。 

⑤ 接眼レンズへの P2 の装着 

KOWA  TSN-11WZ のゴム見口を外して P2 をシッカリ装着してください。 

コレットホルダーCH-P11（15000 円税込）を併用すれば接眼レンズ光軸や抜け防止に

なります。 

⑥ カメラマウントシステムの装着 

カメラユニットが装着されることにより重量バランスが変化します。雲台の軸に近い位

置に重心を移すためにバランスプレートが必要です。オススメは TSN-PS1（改）。 

⑦ 電源用充電池 

RX100V は外部電源を使用できます。給電しながら稼働します。無操作の自動停止最長

30 分なのでできる限り電池交換頻度を無くすために外部電源を採用することをオスス

メします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【撮影の手順】 

 

① 外部充電池のスイッチがあれば ON  

 

 

② 電源投入前の準備（P2 を伸ばす） 

TA4+5 に 58 ㎜延長リングを使用している場合、P2 の長さを伸びきった状態にしてい

れば、カメラ機動時（24mm 時の最突出時）において接眼レンズにカメラレンズが接触

しません。 

 



 

P2 を伸ばした状態でカメラユニットが概ね天地逆転しているのが正しい向きです。 

 

③ 電源スイッチ ON  

カメラ電源スイッチを ON にすると鏡筒が最長まで伸び切ります。ワイド端 24mm 時

の状態であっても P2 が伸びているので接触しません。 

しかし、この状態で P2 を回し縮めるとレンズが接触するので手順を守る必要がありま

す。 

 

カメラ電源スイッチは下面に来ているので親指でスイッチを ON にしてください。 



④ ズームレバーで 40 ㎜程度以上にズームアップ 

撮影で使用するカメラ焦点距離は中域の 40 ㎜～50 ㎜程度です。 

電源投入時の 24mm に比べて鏡筒は長さ 12 ㎜短くなります。 

P2 が伸びきっている状態で液晶画面を見ながら鏡筒を短くします。 

カメラズームレバーで調整してください。 

（液晶画面表示で 38 ㎜～50 ㎜の間がオススメです） 

 

ズームレバーを操作します。指が入り難いですが慣れればできます。 

 



⑤ カメラユニットを 180 度反時計回りに廻す 

P2 のネジを緩めてカメラユニットを反時計回りに 180 度回して P2 ネジを締めればケ

ラレも消えて撮影準備完了です。接眼レンズ 25 倍～60 倍（35 ㎜フィルム換算で 1000

㎜～2400 ㎜）まで使用できます。また、カメラズームをテレ端にすれば最大光学 4560

㎜まで撮影可能です。 

※以後カメラズームを 38 ㎜以下のワイド側にしないでください。 

 

⑥ 撮影開始 

『パワーセーブ開始時間』設定を最長の 30 分にセットしておけば、30 分に一度でもカ

メラ操作をしていればバッテリーの電圧がキープできている間は自動停止することは

ありません。P2 が縮まった状態で自動停止すると鏡筒が 12 ㎜伸長するのでレンズ接触

が起こりカメラレンズエラーが発生します。 

 

■野鳥の出が良い場合は同じ場所で連続して撮影できるので問題ありませんが、暇にな

った時は自動停止するので配慮が必要です、当分出てこないことが予測できる場合は

P2 を伸ばしてネジを仮固定して電源 OFF しましょう。 

 

■少し待てば出てきそうな場合は、何かしらのカメラ操作をして自動停止時間をリセッ

トしましょう。レリーズ半押しなどが良いです。 

 

■機材移動時も必ず P2 を伸ばして電源 OFF にしてください。 

 

 



 

⑦ 再生時は要注意 

撮影成果を再生確認するのは必要な操作です。しかし、再生状態で放置するとわりに短

時間で鏡筒が収納されます。この場合、鏡筒が伸長しレンズ接触を起こすことがありま

す。再生ボタンを押してから 1 分で鏡筒が収納されます。 

 

■撮影時の画像確認は 1 分以内にすることで問題を回避できます。 

 

■長時間の確認が必要な場合は TA4+5 のネジを緩めて取り外し安全に再生しましょう。 

 

■収納された鏡筒状態で再生ボタンをもう一度押す場合も鏡筒は最長まで伸びるので

要注意です。②と同じ操作をしてください。 

 

 

【カメラの設定】 

一般的な設定を記しました。お好みで設定してください。 

（撮影設定） 

・モードダイヤル 「A」露出優先オート 

・ドライブモード 「連続撮影」＞「HI 」 

・フォーカスモード 「シングル AF」 

・フォーカスエリア 「中央」 

・ISO 感度    「400」を常用 80～8000 まで用途に応じて 

・ISO AUTO 低速限界 「0.5“」お好みで 

・測光モード 「中央重点」 

・手ブレ補正 「切」 

・ホワイトバランス 「オート」 

（カスタム設定） 

・プリ AF「切」 

・シャッター方式「電子シャッター」 

（セットアップ） 

・パワーセーブ開始時間 「30 分」 

 

【でじすこや】 

〒186-0012 東京都 国立市 泉 1-23-1 

TEL  042-847-2007 FAX042-633-0455 


